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9,  

ド
ナ
ー
不
足
改
善

温
の
灌
流
液
で
灌
流
し
、

保
存
時
間
の
延
長
や
移
植

の
可
否
を
評
価
す
る
体
外

心
臓
灌
流

(
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P
)

や
体
外
肺
灌
流

(
E
V
L

流
の
み
を
行
う
た
め
、
心
れ
た
。
生
体
内
を
模
し
た
ー
消
費
を
抑
え
る
こ
と
が

P

)

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

臓
が
血
液
を
送
り
出
さ
こ
の
灌
流
シ
ス
テ
ム
に
よ
で
き
る
。
ブ
タ
の
心
臓
を

ド
ナ
ー
か
ら
摘
出
し
た
産
総
研
は
米
ク
リ
ー
ブ
ず
、
心
臓
の
機
能
を
十
分
り
、
実
際
に
近
い
心
機
能
用
い
た
動
物
実
験
で
は
、

臓
器
は
通
常
で
は
冷
保
存
ラ
ン
ド

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
に
評
価
で
き
な
い
。
こ
れ
が
評
価
で
き
よ
う
に
な
っ
従
来
法
に
比
べ
、
心
機
能

さ
れ
る
が
、
保
存
は
心
臓
東
京
科
学
大
学
、
東
北
大
に
対
し
て
、
新
し
い
灌
流
た
。
が
約
2
倍
の
期
間
維
持
で

で
4
時
間
、
肺
で
8
時
間
学
と
連
携
し
て
、
冷
保
存
法
は
左
心
房
に
灌
流
液
を
さ
ら
に
、
心
臓
の
収
縮
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

が
限
界
で
あ
る
。
ま
た
、
時
間
を
上
回
る
長
時
間
保
流
し
込
み
、
生
体
の
心
臓
期
に
左
心
室
補
助
人
工
心

冷
保
存
中
の
臓
器
は
機
能
存
と
臓
器
機
能
の
高
精
度
の
よ
う
に
灌
流
液
を
拍
出
臓
で
灌
流
を
補
助
す
る
こ

を
評
価
で
き
な
い
。
E
V
な
評
価
が
可
能
な
E
V
H
さ
せ
る
仕
組
み
を
取
り
入
と
で
、

心
筋
の
エ
ネ
ル
ギ

H
Pや
E
V
L
Pは
、
体

P
お
よ
び
E
V
L
Pを
開

I

打
且

J
嗜

湿
の
涸
度
で
臓
器
に
灌
流
発
し
て
い
る
。

E
V
H
P

し
、
生
体
外
で
心
臓
に
拍
に
つ
い
て
は
、
灌
流
中
の

わ
が
国
の
心
臓
と
肺
の
動
さ
せ
肺
に
呼
吸
さ
せ
る
心
臓
の
収
縮
を
補
助
人
工

移
植
件
数
は
、

2
0
2
3
の
で
、

移
植
に
適
合
す
る
心
臓
で
補
助
す
る
新
た
な

年
で
そ
れ
ぞ
れ
1
0
4
件
機
能
が
あ
る
か
を
評
価
し
濫
流
法
を
開
発
し
た
。

と
1
0
8件
で
、
い
ま
だ
な
が
ら
、
臓
器
の
保
存
が
欧
米
を
含
め
従
来
の
E

深
刻
な
ド
ナ
ー
不
足
で
あ
可
能
で
あ
る
。

V
H
Pは
冠
動
脈
へ
の
灌

る
。近
年
、
欧
米
の
移
植
医

療
の
現
場
で
は
、
ド
ナ
ー

か
ら
摘
出
し
た
臓
器
を
体

ま
た
、
E
V
L
P

で
~

は
、
肺
灌
流
中
の
肺
組
織
i

酸
素
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和
度
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近
赤
外
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を
用
い
て
葬
侵
襲
リ
ア
ル
法
の
確
立
を
目
指
し
、
2
4
灌
流
の
発
展
で
、
こ
れ
ら

タ
イ
ム
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
が
時
間
の
生
体
外
肺
保
存
研
臓
器
の
機
能
を
評
価
し
て

可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
開
発
究
に
挑
戦
し
て
い
る
。
移
植
に
つ
な
げ
る
な
ど
、

し
、
肺
組
織
の
ガ
ス
交
換
長
距
離
の
臓
器
搬
送
や
移
植
医
療
に
変
革
が
起
こ

塵
定
皇
的
に
評
価
で
き
心
停
止
ド
ナ
ー
臓
器
と
い
っ
て
い
る
。
産
総
研
は
、

る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
っ
た
＃
マ
ー
ジ
ナ
ル
ド
ナ
わ
が
国
の
深
刻
な
ド
ナ
ー

在
、
こ
の
装
置
を
使
っ
て

ー
臓
器
ク
を
移
植
す
る
に

不
足
の
劇
的
な
改
善
を
目

灌
流
中
の
肺
傷
害
メ
カ
ニ
は
、
不
安
や
疑
問
が
残
指
し
て
い
る
。

ズ
ム
の
解
明
や
そ
の
抑
制
る
。
し
か
し
、
体
外
臓
器
（
木
曜
日
に
揖
載
）

生
体
時
機
能
で
高
精
度
評
価
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